
Excel・Word・PDFを取り込
み帳票設計も可能

　インフォテックの「Create!Form」は、発売
から20年以上が経過し、1500社以上の導
入実績をもつ帳票ソリューションである。
　Create!Formの特徴は、帳票設計がノンプ
ログラミングで簡単に行える、高い表現力を備
え複雑な帳票にも対応できる、大量の帳票で
も高速に出力できる、の3点で、これに、IBM i・
Windows・UNIX・Linuxなどマルチ環境への
対応を加えることができる。
「Create!Formは、PowerPointを扱うように
直感的に操作でき、RPGなどの言語を使わな
いので、エンドユーザー様が直接開発するケー
スも少なくありません。最近は、ExcelやWord
で先に帳票フォームを作成し、それをフォームイ

力する場合、IBM i上に連携用の監視フォ
ルダを作成し、IBM iの外部に帳票サーバー
（Windowsサーバー）を設けるだけでオープン
系のプリンタや複合機へ出力できる。また、こ
れとは別に、「MF-Join/400」というモジュール
をIBM i上に追加することにより、既存の帳票
プログラムや現行のOUTQデータにいっさい手
を加えることなく、オープンなプリンティング環境

ンポート機能を使って取り込み、表現力豊かな
Create!Formで画像・グラフ・バーコードなどを
加えて素早く完成させる事例がたくさん出てきて
います」と説明するのは、Create!Formの企画・
設計・開発を担当する佐野匠氏（プロダクトソ
リューション本部 プロダクト第1グループ マネー
ジャー）である。
　Create!Formを用いてIBM iから帳票を出
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の対応が課題です」と語る。Webブラウザ上
での帳票設計機能は、5月後半から東京・名
古屋・大阪で開催されるJBグループのイベント
「JB Group IT Forum 2015」でベータ版を
展示し、製品またはサービスという形でリリース
する予定という。
　現在、同社のSmart BI（BIソリューション）
などのクラウドサービスで帳票印刷を行う時は、
オンプレミス側で帳票を設計し、その設計デー
タをクラウド上にアップする必要があるが、Web
ブラウザで帳票設計が可能になるとクラウド上
で作業を完結できる。「Webブラウザさえあれ

るには、他社クラウドサービスからPrintPro 2.0
を呼び出すためのWeb APIと、その公開や管
理の仕組みが必要になります。Web API自体
の開発は簡単ですが、課金をどのようにするか
という問題があります。それをさまざま検討してい
る最中です」と並木氏は語る。
　また、PrintPro 2.0は他社にOEM提供され、
多数のパッケージ製品に組み込まれて使用され
ている。PrintPro 2.0は今後、クラウド上のサー
ビスとして、他社パッケージの組み込みモジュー
ルとして、さらに幅広く普及していきそうである。

ば、どこででも帳票設計が可能になります」と
並木氏は話す。

Web API対応を進める

　そのWebブラウザ対応と並行して、PrintPro 
2.0のクラウド対応の一環として同社が取り組
んでいるのが「Web API」である。
「Smart BIやNX販売などの自社クラウドサー
ビスでは、PrintPro 2.0を印刷モジュールとし
て提供済みですが、今後、他社のクラウドサー
ビスとの連携でPrintPro 2.0を使えるようにす
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へ移行できる。

帳票36ページを0.4秒で
生成する高速性

　処理の高速性については、帳票フォームと
データを高速にマッピングさせる独自のアーキ
テクチャにより実現している。「1000レコード、
36ページの帳票をわずか0.4秒で生成したお

電子帳票システムでは、NTTデータビジネスブ
レインズの「Pandora-AX」、FAX配信ではイ
ンターコムの「まいと～くFAX Server」などと
多数の連携の実績ある。
　プリンティング基盤を高度化したい、コストダ
ウンを図りたいというIBM iユーザーは多い。帳
票の設計から出力まで多様なソリューションをも
つCreate!Formは、検討の価値のあるツール
である。

客様のテスト結果もあります」と佐野氏。これ
により、インターネットやネットワークを介したオン
ライン印刷や、大量の帳票データのバッチ印
刷でも「ストレスなく高速に印刷できます」と言う。
　また佐野氏は、「帳票は、プリンタや複合機
への出力だけでなくPDFとしても出力できるの
で、連携するツールやサービスを利用して、電
子帳票やメール配信、FAX配信へのシームレ
スな展開が容易です」と拡張性の高さを語る。

統合帳票ソリューション

　IBM i上で稼働する帳票ソリューションとして
多数の導入実績をもつMapping Suiteが、こ
のほどアーキテクチャを全面的に改築し、バー
ジョン7（以下、V7）としてリリースされた。
　V7の最大のハイライトは、Windows上で
Mapping Suiteが利用できるようになった点。
これは、「インプットデータをMapping Suite内
部でXPS形式に変換し、さらにアウトプットの
データ形式に合わせて変換するというアーキテ
クチャの抜本的な作り変えを行った結果」と、
リコージャパンの阪倉孝志氏（プロダクションプ
リンティングサービス事業本部 テクニカル統括
センター PP技術部 SI2グループ 担当マネー
ジャー）は説明する。これにより、従来のSCS
やXMLなどに加えてXPS、テキスト、CSV、
PostScriptなどもインプットデータとして扱え、さ
らにPDF/Aやテキスト、CSV、PostScriptな
どへの出力も可能になった。インプットデータと

　こうした利用に加えて阪倉氏は、「将来的に、
IBM iからWindowsサーバーへの移行を想定
している場合、処理数に変更がなければ、ま
ずIBM i版を導入し、将来Windows版に切
り替えてもライセンス料金は変わりません（逆
の場合も同様）。現在の投資が将来的に無
駄にならないメリットがあります」と話す。また、
V7と同時に導入されたMAPPING OUTPUT 
MANAGERにより、「Windowsサーバーの配
下であれば何台でもプリンタをぶら下げることが
でき、プリンタ管理が容易になりました」と加え

アウトプットデータの対応範囲が大幅に広がった
ということである。
　Mapping Suiteは、帳票の設計から帳票
データの生成、電子保存、検索、Web表示
までを一貫してカバーするソリューションである。
IBM iユーザーの中には、IBM i上の帳票業務
はIBM i対応の帳票ツールで、Windowsサー
バー上の帳票業務には別ツールを利用している
例が少なくないが、Mapping Suite V7であれ
ば両方のプラットフォームに対応でき、管理工
数を削減できる。
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